
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
サービス管理責任者 宮入和子 

 

グループホーム「めだかの家」「こぶなの家」が開所したのは今から 15 年前の 1 月、小雪のちらつ

く日でした。 

この間、周りの皆さんの力をお借りし、毎日試行錯誤を繰り返しながら入居者と共に歩んできました。

塩尻の地にも障がい者のためのグループホームが、少しずつですが溶け込んできたのでしょうか？今年

度は、グループホームの生活を紹介する機会を 2 回いただきました。 

10 月、塩尻社会福祉協議会主催「福祉サポーター養成講座」において、「グループホームで暮らす障

害のある方の生活」として日々の暮らしの様子や、入居者と町で会った時には普通に挨拶をしていただ

ければ、などお伝えすることができました。 

また、12 月には松本養護学校の PTA 進路支援部会にて「卒後の生活を考える」をテーマに、生活の

場の選択肢の一つとしてグループホームの紹介をさせていただきました。 

グループホームがあると知っていても、実際

の様子は知らなかった方、存在を知らなかった

方など様々ですが、障がいがあっても家族の元

を離れ、地域の中で生き生きと暮らしている皆

さんの理解者が、少しずつ増えていけばと願っ

ています。 

サービス管理責任者のつぶやき 

 

   

 

合唱グループ「わかばの会」の発表 

 

 

 

 

 

 

   通報訓練     消火訓練 

11/9(土) 大門地区文化祭 

 

 

1/22(水) 救急救命講習 

胸骨圧迫 AEDを使って 

グループホームの様子 
12/14(土) 避難訓練 

大門地区文化祭に参加し、 

作品の出展とサークルの 

ステージ発表に参加しました。 

「おにはーそと！」とお面めがけ

て豆を投げ、厄払いをしました。 

2/3(月) 節分 

「六幸太鼓」の演奏 

揃いのＴシャツで「よーっ! !」 

11/23(土) 日帰り交流会 

♪～ は～るの小川は・・・ 

♪～ズン、ズン、ズンドコ・・・ 

みんなでいっぱいうたったね。 

 ♪ 仲良しこみちは どこの道～ 

合同研修 
グループホーム 
ちゅーりっぷ 


